
二次の相転 移

(2) Onsagerの principle of least dissipation ofenergy

や Prigogineの minirllum entropy prOductionの関係を論 ず る車が

出来る｡

短所 と しては

(1) マル コフ過由 を仮定 している( 従 って古典的な殿扱七･､であるO

(2)倍 率内で甲願扱 いは比較的容易であるが連続系 (液態或は気憩 ー)には

その まま使えない..

対相関の dynamics 西 川 恭 治 (東大教養 )

非平衡賂力現 象の菊池理論では ,系の状態変化 の道筋を指定す る path

parametersの選び方が重要なポイ ン トになっているo 例 えば ,菊 池氏が

p-brass塑合金 の緩和理論 に用いた pair近 似では ,path parAmeters

を指定する状態変化 の素過程 として ,最近鞍 pairの状態変化Jjみが選ばれ

ているが ,この近似で は ,例 えばCurie点 の上で ,長距離秩序寵のみな ら

ず短距 線秩序蜜も亦指数函数的緩和 を示す零牢な.るo これは ,(短距 離秩序

蜜の緩和 は元来 マル コフ過程 として顧扱えない とい う批判 はさておし豆 も )

現象論か らえ られ る一般 的結果- 指数函数 的援和を示 す刀は一般 にある加

算的不変量のフ- 1)エ成分で あって ,短足巨離秩序萱の如 き局所的な量ではな

い- と矛盾する(. この矛盾は ,素過程 として一般 に任意 aj拒宮笠離れた対相

関の状態変化の全株を選ぶ車に よって解消 され るn 一方 ,Curie点近傍に

於 ける援和現象の異常性 は 一,粒子問の長野経相関に よってい る,,これは叉 ,

長距離相関の援和が Curie点近傍で遅 く.な る車 と㌍係 Lでいる,, この後の

専実は ' Curie点近傍では '長距離相野E=,緩和過程 を ,菊池理論にあるよ

うに 'マ}L,コフ過程 として願扱 って よい車を蚤味 してい る, この ような観点

か ら,長距離対相関の緩和現象を ,菊池理論 に従 っ て解析 してみた,, 但 し ,

変分法を使 うのは困難なので ,kineti_Cな琴論で満足す る零にす る,,そo)

-225-



森 ･西川

結果 ･相互作用が短距離 の場合は ,長距綻対相関は ,平衡か らのず叫の小 さ

い所で ,-殻に減 衰項 を含んだ拡散方程式に従 う車が示 され るE,Cu.rie点

紘 ,無二秩序状態が不安定になる(長距離対相関が時間的に成長する )点 とし

て求 まり,そこでは減 衰項が消えて ,長足巨離相関の緩和過程 は異 常性を示す,.

これ らの結果 は ,現象論 と完全に合致す る｡又 ,菊池氏の pair近似を拡張

して ,対相覇のすべてと三体相関の一 部を状態変数に選んで変分法で求めて

も ,上 と定性的に大体同 じ結果がえられ る,,

稀薄合金の電気抵抗 金 徳 洲 (東大澄 )-

非磁性 的な金属Jj中へ磁性的な金属を数パー セン トない しそれ以下をとか

し込んだ稀薄合金 ,た とえばCurMn等の低温での種 々の特異 な物理的性質

を ,これ らの合金が第2膚の相転移をするか らであるとして説明する立場が

ある., 例 をCurMnにとれば ,帯磁塞が低温で薩大をもった り,この帯磁率

の極大 oj現われ る温蜜あた りで比熱の ピー クが現われた りして ,この稀薄合

金は低塩で反強磁性的になると考え られ ることが多かった口 しか し,通 常の

(皮 )強磁性榛の (ネー}L/)キユ リ-点での様相 とは多少異 なるし ,中性子

回折等に よる直接の検証 もないので ,まだ現象の太質はよ く分 っていない爪

これ らの磁性的な稀薄合金で ,電気抵抗が塩安と共に単調に減少すること

をしないで ,あるところで極小になって ,そこか らは抵抗が増 え出 しさらに

低温の ところで極大になって ,この塩寛より下では減 って行 く,とい う現 象

も割合に普遍的のようであるL, 注 目すべき ことは ,こUj電気抵抗の異 常は磁

気的不純物 の濃嚢の極 めて低いところで顕 著で ,CurR加 でい うと ,心血1の

濃碇が数 パー セン トに もなると消えてしまうことで ある,,この現象を ,

Zenerのモデルを用いて ,伝導電 子の局在 スピンに よる臨界散乱で説明す

ることを試みるO電気抵抗は局在 ス ピンの対相関で記述 されるが ,高温では

この対相関は帯磁率に他な らない( キュ リー (ネ-ル )点で帯磁率 の発散 す
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